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（3）平成 24 年度 研究結果
a），ソーシャル・マネジメントの体系化「ステイクホルダーからの考察」










































計 13 回実施（内クローズド研究会は 8回・オープン研究会は 9回・北海道大学との共同研究会1回）











第 2回 2012 年 5 月 30 日（水） 14 : 00～17 : 00 5 号館コミュニケーションルーム 2
出 席 大木教授／大室准教授／在間教授／佐々木教授
真野（客員研究員）／堀野（客員研究員）／榮（嘱託職員）
内 容 研究会メンバーと講演者 2名とで，ソーシャル・マネジメント研究を議論する。
講演講師 ①田尾雅夫 氏 愛知学院大学教授 題目：公共経営の理論～考え方と批判的視点









第 3回 2012 年 6 月 27 日（水） 14 : 00～19 : 00 5 号館コミュニケーションルーム 2
出 席 大室准教授／在間教授／佐々木教授／堀野（客員研究員）／榮（嘱託職員）
内 容 研究会メンバーと講演者 2名とで，ソーシャル・マネジメント研究を議論する。
講演講師 ①金井一賴 氏 大阪商業大学 大学院 教授 題目：企業の社会戦略








●第二部 招待研究者との議論 15 : 00～17 : 30
金井一賴 氏 大阪商業大学 大学院 教授
｜題目：「社会的企業概念の提唱と実現の試み」






第 4回 2012 年 7 月 18 日（水） 16 : 00～19 : 00 5 号館コミュニケーションルーム 2
出 席 大木教授／大室准教授／佐々木教授
真野（客員研究員）／堀野（客員研究員）／榮（嘱託職員）
内 容 研究会メンバーと講演者 2名とで，ソーシャル・マネジメント研究を議論する。




●第一部 研究会メンバーでの議論 16 : 50～




●第二部 招待研究者との議論 17 : 00～19 : 00































10 : 05～10 : 50 第 1 報告：小島廣光（札幌学院大学）・平本健太（北海道大学）
「戦略的協働の本質」
11 : 00～11 : 45 第 2 報告：大室悦賀（京都産業大学）「Social Business in JAPAN」
12 : 55～13 : 40 第 3 報告：深山誠也（北海道大学大学院経済学研究科博士後期課程）
「社会福祉法人の戦略と組織－－高齢者介護組織を対象とする実証研究」
13 : 45～14 : 30 第 4 報告：真野 毅（豊岡市 副市長）「兵庫県豊岡市の協働」
14 : 35～15 : 20 第 5 報告：谷口勇仁（北海道大学）
「企業事故の発生メカニズム－－殺菌神話ともったいないパラダイム－－」
15 : 25～16 : 10 第 6 報告：佐々木利廣（京都産業大学）
「マルチセクター・リサイクルシステムの生成と移転」











第 8回 2012 年 11 月 9日（金） 16 : 30～18 : 00 5 号館 コミュニケーションルーム 2
出 席 大木教授／大室准教授／佐々木教授／堀野（客員研究員）／榮（嘱託職員）
内 容 ソーシャル・マネジメントを提起した藤江俊彦教授と議論する。









第 9回 2012 年 11 月 15 日（木） 13 : 00～16 : 00 514 教室 5号館ミーティングルーム 2
出 席 大木教授／大室准教授／在間教授／佐々木教授／堀野（客員研究員）／榮（嘱託職員）
内 容 行政の立場からソーシャル・マネジメントを実践した現場について議論する。
講 師 岸川政之 多気町役場 多気町観光協会事務局 まごの店
結 果 【研究会実績】


























































































講 師 有限会社 山本屋 代表取締役 高宮浩之／行政 豊岡市 副市長 真野 毅
結 果 ●第 11 回 ソーシャル・マネジメント研究会 16 : 00～18 : 30
実 績 ｜題 目：奇跡の温泉街～ゆかたの似合うまち～ 兵庫県城崎温泉
｜講演者：有限会社山本屋 代表取締役 高宮浩之












講 師 豊岡市 副市長 真野 毅／NPO法人但馬國出石観光協会 加藤 勉
結 果 ●第 12 回 ソーシャル・マネジメント研究会
実 績 第一部 9 : 00～10 : 00 コウノトリと共に生きる～豊岡の挑戦～
内容：兵庫県立コウノトリの郷公園が行う環境に対する取り組みと行政の施策などを真
野毅氏と議論し，現在の豊岡市のマネジメントの大まかな概要を研究・議論した。
第二部 10 : 30～14 : 00 “出石のどん底からのはい上がり”但馬の小京都「出石」視














①平成 24 年 5月 26・27 日
宮崎県川南町町長日高明彦氏から現在の川南町についてヒアリングする。九州フォーラムを主宰
する一般社団法人SINKa の事業についてヒアリングを行う。
②平成 24 年 6月 15・16 日
アクサジャパンホールディング株式会社のCSRおよび企業が社会とどのようにかかわっていく
のかをインタビュー調査した。
③平成 24 年 8月 27・28 日
東洋ゼンマイ株式会社の水力発電機械のビジネスモデルの調査および館山市役所の方と意見交換
をおこない，市場を活用したまちづくりについて調査を行った。
④平成 25 年 3月 18 日
（株）コミュニティタクシー 行政にも一般の企業にも手のどかないニーズに対応するコミュニ
ティタクシー事業を現場調査した。
⑤平成 25 年 3月 19・20・21・22・23 日
くまもとソーシャルビジネスネットワークにおいて現地調査，熊本県行政のソーシャル・ビジネ
スを担当者と議論，ソーシャル・ビジネスの支援を展開する（社）SINKa において多様なステイ




































査した。実施した。344 件回収，回収率 42％であった。なお，分析は平成 25 年度で行い，結果をソー
シャル・マネジメント研究の考察とする。
①調 査 名：「新しい公共における自治体マネジメントの基礎的調査」
②調査期間：平成 25 年 2月末より 3月 13 日
③調査対象：全国の自治体（47 都道府県，及び各県下の市区 948） 内データ有効数 819 件








































































The Establishment of social management
Nobuyoshi OHMURO
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